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1.はじめに

20世紀初頭のウェゲナｰの｢大陸移動説｣に始まり

1960年代に確立したプレｰトテクトニクスの出現は16

世紀の天文学におけるケプラｰの発見にも匹敵する地質

学上の大革命であり人類はこれによって地球表層の運

動を記述できるようになった.

プレｰトテクトニクスの成立とほぼ時を同じくして

人類は地球外の天体である月の岩石を持ち帰り地球と

同じ岩石より成ることを知った･しかし我々の立っ

ている地球の｢中身｣の構造と実体さらにプレｰトテ

クトニクスを支配Lている原動力について我々の知る

ところは極めて少ない.これらの問題を解決すべく

地震波･重力･地磁気等の間接的方法による探索が進め

られているが地球に関する我々の研究段階は未だ人

体の脆分以前の医者がX線超音波CT等で体内を診

断Lているのに似ている.

アポロ11号が月の石を持ち帰ったことで我共は月の

起源と歴史に関する論争に終止符を打つことができた.

プレｰトテクトニクスによって地球表層の運動の記述が

可能とたった今人類は次だるステップとしてその運

動の原動力や機構を解明するために地球に穴を開け地

下深部の岩石を直接手に入れるとともに地下深部の状態

を直接計測する計画に着手しており日本においても陸

上学術ボｰリングワｰキンググルｰプが組織され早期

第1図日本陸上学術ワｰキンググルｰプのマｰク

洗み込む海洋プレｰトの左側に位置する島弧とその上

に据えられたボｰリ:■グの櫓を図案化したもの

実現を目指している(図1).

2.プレｰトテクトニクスと世界の学術ボｰリ

ング

1.2世界の動向

深層学術ボｰリング実現の気運が高まったのは国際

上部マントル探査開発計画UMPが実施された1960年代

であった(表1)･日本をはじめ世界各国で学術ポｰリ

ングの実施計画が検討されるとともに準備作業も進め

られた.特に米ソは当時の宇宙探査計画と同様に国威

表ユ世界および日本の深層学術ボｰリングのうごき

太字は日本のうごき
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第2図世界の深層ボｰリング地点および主な掘削井

上図U爾:プレｰト境界X:掘削地点

をかけて取り組んだ.すたわち米国は海洋地殻を掘り

抜くモホｰル計画をソ連はコラ半島を含む数地点にお

いて大陸地殻の深層～超深層学術ボｰリングを開始し

た.当時はプレｰトテクトニクス登場前夜に当たり

大陸と大洋は地殻構造をはじめとして本質的相違がある

ことは認識されていたがその起源については暗中模索

の状態であり米ソ両大国がこの大間題にそれぞれ取り

組んだのである.日本における学術ボｰリングが目指

したのは日本最古のシルル紀堆積物の基盤と考えられ

ていた地震波速度6㎞/砂層を明らかにすることであり

岩手県の水沢が最終候補地として選定された.ソ連は

コラ半島(口絵1)のボｰリングを継続し世界最深深度

を記録して現在に到っている.米国はモホｰル計画を

中断したがそのテストポｰリングで開発した海洋掘削

技術を使用して海洋掘削計画DSDPを開始させプレｰ

1989年7月号

トテクトニクスを証明した.この海洋地殻の掘削計画

は現在の海洋掘削計画ODPに受け継がれている･現

在世界各国で種六の目的にそった陸上学術ポｰリング

計画が検討および実施されており各国はそのパイオニ

アたらんとこの冒険に挑んでいる･それらの概要を図

2に示す.

コラ半島では22億年前に形成された開裂海盆が閉じ

て現在のようだ構造が作られたが15㎞を目指す超深

層掘削の目的はこの構造を解明することであった･こ

の地域の岩石から地球移成初期のマグマオｰツヤソの状

態やマントルの状態をも明らかにすることができると期

待されている.西独の超深層ポｰリング計画KTBは

オｰバｰファルツにおける14㎞の本掘削に先駆げ

1987年より浅部掘削が行われている･この地域は古い

rユｰラツァフレｰト｣とrアフリカプレｰト｣の境界�



新妻信明

に当たっているスｰチャｰゾｰンであり古生代の大陸

地殻の衝突による構造解明が主たる目的である･アイ

スランドは大西洋中央海嶺上に位置しているホットスポ

ットで大量のマグマが噴出しておりそのマグマ活動

溶岩･岩脈の物理化学的性質熱水系変質テクトニク

ス等について多くの成果が得られた｡沈み込み帯に位

置Lている日本でも現在12カ所の候補地があげられ検討

がだされている.米国のカホソパスではサンアンドレ

アス断層の横ずれトランスフォｰム境界に位置し断層

の推移の実測と地震の発生機構の解明を目指すボｰリン

グ計画が進行中である･米国ではこの他地熱開発地

殻進化の解明マグマ活動の直接解明および海洋地殻を

掘り抜きモホｰルを目指す計画等々種々の目的に即して

多岐にわたる取り組みがなされてきたが現在のところ

やや停滞気味である.キプロスではテクトニクスに

よって地表に露出した海洋底地殻およびマントルと考え

られているオフィオライトの掘削がたされ海洋底地殻

の構造を知る手掛かりとして研究されている.スウェ

ｰデンのシルヤソ隈石孔は花嵩岩地域に3億q千万年前

に明石の衝突によって形成されたクレｰタｰでありこ

の地域に油徴があることから石油の非生物起源を検証す

るための掘削が行われた｡これは人類の夢を託した世

界初の大規模な実験でありもしこれが検証された場合

には石油資源開発に欠きた可能性を与えることにたる.

2.2ソ連ボｰリングセミナｰ

1988年8月モスクワ郊外の古都ヤロスラウリにおい

て国際セミナｰr超深層ボｰリングと深部地球物理探

査｣が開かれた.この分野で世界の最先端をゆくソ連

の超深層ポｰリングや西独KTB,米国DOSECCス

ウェｰデンシルヤソ限石乱掘削カナダ大陸掘削計画等

の現状と成果直面している問題点等が熱心に討議され

た.

このセミナｰを主催したソ連の地質大臣コズロフスキ

ｰ(図3)は国際協力によって地球物理探査測線網を

つくりその交点に超深層ボｰリングを行おうという

GLOBUS計画を提案した.またリソスフェア計画委

員長のフックス(図4)は物理学者や天文学者が加速

機や大望遠鏡を巨額の費用を費やして推進Lているよう

に地球科学者も学術ボｰリングに取り組むべきである

と述べこの場合に二つの危険性を指摘した｡第一に

技術の限界をわきまえずに盲進すること第二はより危

険たことで科学考が現在の限界に甘んじてしまうこと

であると.彼はまたガリレオの言葉｢望遠鏡が発明さ

れるまで天体は回転していたかった｣のように学術深層

ボｰリングが現在の地球科学を健全に発展させるための

望遠鏡であると語った.KTBの責任者であるリッジ

ュミュｰラｰ(図5)は学術ボｰリングのようだ大き

な計画を立案･推進するためには各専門家の緊密な協力

が不可欠であり地質学者が掘削目的･意義づけを行い

地球物理･地球化学者が測定をそして掘削技術者がポ

ｰリングを担当するというようにそれぞれが役割を分

担して強力た協同体制を作っていかたければたらないと

述べた.またソ連のベロウソフ(図6)はソ連で行

われている11カ所の超深層～深層ボｰリングはシオト

ラバｰズのような地質･地球物理探査測線を完成させ深

部構造を知った上で行われておりこれらの結果から地

殻の非均質性が明らかにされるであろうと述べた.さ

らに米国をはじめとする多くの国でこの計画を推進する

上で大きな障害あるいは問題とたっているのは長期問

にわたって巨額な予算を必要とすることでありこの点

について次のように発言している･近年世界的にコ

ラ半島のボｰリングが関心を集めているがこのボｰリ

ングを行っているのはグｰベルマン(図7)であること

を忘れてはならない.そしてコラ半島のポｰリ:■グが

開始される際にポｰリングに巨額の費用をかげるべき

かそれとも地表をさらに精密に調査すべきかもっと

費用のかからたい方法を採用すべきかが議論されその

結果として掘削が開始され現在に到っているのであり

その時の議論に大いに学ぶべきであると･

会議後12kmの超深層掘削を目指すクリボイログ(口

絵2)の掘削現場の見学が行われた.以下その様子を

紹介する･掘削方法は泥水によって回転するタｰボ

ドリルによって外径132mmのダイヤモンドビット(口

絵3)で51mmのコアリング270mmへのリｰミングを

行い泥水を474/秒･35気圧で逆流させてこれらを地上

まで引き上げている.引き上げ作業ではまず泥水の主

管を外してキャッチャｰを取り付け音響受信器をマグ

ネットで取り付ける.ボトムアッセンブリｰは毎秒2

～3mの速度で上がってくるとのことだが見学してい

ると大変静かで本当に上がってくるとは思えなかった.

深度約200mで音響受信器に信号が入り間もなくコナ

カミ上がってきた.コアキャッチャｰをトロワｰクスで

引き上げるとコアは採取されていた･タｰボドリノレを

リｰマｰの下から外し(図8)コアバｰレルを引き出し

てコアを採取する.このセミナｰのハイライトに見学

者一同完全に圧倒された.現在タｰボドリルを2台

合わせて480mmに大きくリｰミングしているとのこと

でこのようた方法は米国でも行われていたいというこ

とである.このセミナｰでは国外の研究者がソ連の研

究者に解析や測定方法についての教示を与えている場面

が多く見られたが掘削現場ではソ連のずぱ抜けた技術

に国外の関係者は一様に目を見張っていた.この掘削
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第3図右から2人目が主催者のコズロフスキｰ地質大臣

第4図

第6図フラッ

シュで目をっぶ

られたがかくL

やくたるべ目ウ

ソフ氏

開会式の雛設中央左がリソスフェア委員長のフック

ス氏名がコズロフスキｰ氏

第7図コラ半島

掘削の責任者グｰ

ベルマン氏

第5図KTB掘削責任者リッジュミュｰラｰ夫妻

第8図掘削作業現場
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第9図泥水ポンプ

の原動力である泥水ポンプのある大き次建物の中に入る

と(図9)4台あるポ:■プの中のユ台が回っていた.

ドリラｰの労働は4チｰム編成で3目就労し4目の

休息をとるのだそうである･当地の施設には8人の地

質屋がおりその他13人がこの周辺の調査のため常駐し

ているとのことであった･見学後地元の人々による

歓迎のコンサｰトに招待され立派た劇場で心のこもっ

た民俗舞踏や合唱等が披露された･とにかく世界で最

高水準の技術力をもって勢力的に掘削を推進している掘

削現場を目の当たりにして近い将来日本でも期待され

ている学術ボｰリングを実施する上で参考にすべき点は

多く深い感銘を受けたセミナｰであった.

3､プレｰトテクトニクスとクラスタルダイナ

ミクス

プレｰトテクトニクスは地球表面は20枚程度の硬い

板(pIate)によって敷きつめられておりそれらの板は

剛体板のように変形たLに運動Lているという考えであ

り世界の地震活動や造山運動はフレｰト境界で起こっ

ているというものであるがこれは全地球的に存在する

地下敷10㎞から100㎞の上部マントル低速度層を力学

境界とする地球表層部の移動を記述したものである.

この動きは数1000㎞にもおよび少たくとも数億年以上

継続していると考えられている.このプレｰトテクト

ニクスの出現によってプレｰトの沈み込み帯である日

本列島にはそれまで存在が想定されていたr基盤｣は存

在量ずに側方に地殻が付加成長して形成されたと捉え

られるようにたった.現在大陸であるところでも過去

に同様た過程が進行し大陸として成長したと理解され

ている｡.このようにして成長した大陸は分裂し新た

な海洋によって隔てられる.これらの地殻成長･分裂

の過程にはその地域に特有なテクトニックた出来事が直

接関係しておりそれが地殻の不均一性をもたらしてい

ると考えられている.

最近このプレｰトテクトニクスを地殻の力学へと発

展させようとする動きが出てきている.上記のセミナ

ｰにおいてもCC4委員長でカホソパスの学術ボｰリ

ング計画の責任者でもあるゾバックは浅所での応力分

布は驚く程プレｰトテクトニクスによる予想と一致して

いるが深くたると温度のために岩石の強度が弱くなる

のでポｰリングによる応力測定が是非とも必要である

と述べておりKTBで応力測定をしているルンメルは

現在測定されているのは3㎞までで30℃/㎞の地温

勾配を過程すると10㎞位で岩石はクリｰプを起こし急

激に応力が減少することが予想されると述べいずれも

超深層ボｰリングの必要性を説いていた.このように

最近の岩石力学の実験結果によると岩石は温度の上昇と

共に強度を減少させることから地殻の強度は温度と共

に減少L地殻下部では温度の上昇に伴い岩石がクリｰプ

を起こしさらに鉱物の再結晶も起こり力学的強度は急

速に失われると予想されている.しかしモホ面を通

過してマントルに入ると岩質が大きく変わり強度を回

復することから大陸地殻ではホモ面が欠きた力学境界

となることも示唆されている(嶋本1989).

このようた下部地殻における力学境界を考慮して日本

列島周辺の力学状態を考えると図13に示されるように

海洋地域では地殻が薄いために地殻内では温度が上昇せ

ず力学境界はマントル上部の低速度層一面のみとたる

(図中の太平洋の部分)･図10において白域は脆性的変形

の卓越する部分で砂目は流動変形が卓越する部分であ

り両者の境が力学境界にたると考えられる･大陸地

域では地殻が厚く下部地殻では温度上昇のためにモホ面

に力学境界が存在するとともにマ:■トル上部の低速度

層も力学境界として機能する(図中左の沿海州の部分).

沈み込み帯では島弧マグマ活動のために地下増温率が芦

く下部地殻も力学境界となりマントルも浅い深度で低

速度層を形成する(図中の東北日本の部分).その低速度

層に海洋地殻と上部マントルから次る海洋フレｰトが沈

み込むので3たいし4つの力掌境界が存在することに

なる.

地殻熱流量が高く力学境界が浅所に存在する地帯は

古くから変動帯と名付けられてきた.この変動帯にお

ける地殻の運動は解明されるに到っておらずその本質

的理解は地球科学の重要た目標となってきている.典

型的た変動帯に位置する日本列島は地表の地質が詳細

に調査されており構造発達過程をダイナミクスと合わ

せて検討できる段階に達しているので地殻に上部マゾ

地質ニュｰス419号�
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日本列島周辺の力学的構造砂目の部分は高温のために流動的変形が卓越しているところ

白抜きの部分は脆性的変形が卓越しているところ

トルを含めた地球表層のダイナミクスであるクラスタイ

ナミクスを構築する上で最適た位置を占めていると言え

よう.クラスタルダイナミクスにおいては地殻を構

成する岩石の種類や地温上昇に伴う岩石強度の変化を正

確に知ることが最も重要な要素となる.下部地殻のダ

イナミクスを構築するためにはこれまで研究されてき

た変成岩生成時の温度･圧力･変成相に加え岩石力学的

強度および応力状態目本列島の下部地殻を構成してい

る岩石の推定と応力状態の推定とともに現在観測され

ている自然地震の発震メカニズムや地震波速度等と対応

づけを行いリアリスティックたモデルを構築する必要

があろう.

このクラスタルダイナミクスの学問体系こそプレｰ

トテクトニクスの次代を担うものである.しかしこ

のダイナミクス過程はあくまでも予想でありその状態

を直接確かめることなしには新しい学間体系を確立し

発展させることは困難である.これを直接確かめる有

力た手段として考えられるのが深層学術ボｰリングで

ある.

ム日本における学術ボｰリンゲ

4.1沿革

日本における学術ボｰリング活動は1934年の北大東

島珊瑚礁ボｰリング(杉山1934)によって開始された.

1960年代の上部マントル探査開発計画UMPでは本格的

に計画が検討され四国の三波川帯および伊豆大島とと

もに事前調査が実施された岩手県水沢が最終候補地とし

て決定されたのは1970年であった･さらに日高の幌満

においてカソラソ岩のテストボｰリングも実施された

(丹治1974)がプレｰトテクトニクスの登場により日

本の地質の基本的見直しを迫られボｰリングの実施は

見送られて現在に到っている.1980年代のDELP

(国際リソスフェア探査開発計画)を国際的に検討している

際西独をはじめ世界各国で深層学術ポｰリングを実現

しようという気運が高まってきたという情報が地震研の

上田誠也氏から報告され宇井氏を中心とする神戸大学

1989年7月号

グルｰプが三陸を深層学術ボｰリング侯補地として提案

した.日本において1980年代のDELPをどのように

実現すべきかを検討していく中で学術ボｰリングにつ

いての地質学関係者の関心も高まりDELPの構想段

階では深層学術ポｰリングは最も有力たテｰマであった

が予算検討のかたり初期に切られてしまった経緯があ

る.その際の最も欠きた障害はリソスフェアの予算

規模が20～30億円であるのにかかわらず学術ポｰリング

に要する費用はそれよりも大きく上回ること国では資

源開発に関連して多くのポｰリングを実施しているが

それらを有効に活用しているのかということであった.

翌ユ981年にはこれまでのポｰリング資料をまとめること

と深層学術ポｰリング計画を検討する目的で文部省科

学研究費総研Bが採択された.このようた検討の初期

に永田武氏は｢ただちに深層学術ボｰリングを実現す

るのは大変難しいが学的情熱は長期にわたって定常的

に持ち続けることが必要でいわゆるビッグサイエンス

の推進には少なくとも10年単位で物事を考えることが肝

要である.｣と語っている.同年陸上学術ボｰリソグ

シ:/ポジウムが開催され実質的た学術ボｰリングの検

団討が開始された･それまで地質調査所金属鉱業

事業団石油公団新エネルギｰ機構等次による資源調

査･開発を目的とするボｰリングが日本各地で行われ

ており82年にはこれらを網羅するr既存ボｰリング資料

集｣(図111新妻ほか1981)が発行された.このようた

既存の資料の整理とともに実際に掘削されたボｰリソ'

グ試料の保管･管理についても検討がなされ現在では

地熱や金属鉱床開発のためのボｰリングコア試料は定

常的に国立科学博物館に保管されるようにたり研究の

便宜が図られる体制が整えられてきた･一方キプロ

スでの掘削を終えたICRDは次の掘削候補地の一つに

西太平洋を加え小笠原の協同掘削を打診してきた.

国内でのボｰリングに対する関心の高まりを背景にこ

のような国際協同事業の受け皿ともたるべき機関の必要

性が認識され86年12月学術会議DELP専門委員会内

に陸上学術ボｰリングワｰキンググルｰプが発雇Lて現

在に到っている.87年には科学技術庁に地圏分科会が�
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第11図r既存ボｰリング資料集｣の記載例

地榊名帖状岡

腸与

･〃蛙モ患段老

…山

笹…引Lト石

≡

…

≡引Lト宮…尾岩

…

岡≡姜…引･ト岩

…

………訓･ト質挑

猶…姜

籔1軽榔岩

上

部

天

徳

寺

階…;達二

'暮ξヨ

饒

�

部…………

芙……三養=

桶;三姜…

寿姜葦妻妻

陪…≡三三

引Lト質…昆岩

現岩

逗岩騰砥屡

励哨蟷弓瑚

…尾岩

黒岩脇班層

新設され陸上学術ボｰリングが検討された.このよう

に日本の学術ポｰリング計画は現在ソ連に遅れること

1ρ数年西独のKTBから約10年遅れて進行しているが

その実現に向けて着実た歩みをみせており現在までに

12の候補地が検討されている･また予算的裏付けを

得る努力や事前調査および掘削技術開発のフィジビリテ

ィスタディも開始されようとしている.

4.2日本における陸上学術ポｰリング候補地

学術ボｰリングの先進国であるソ連や西独だとは既

に何億年前や何十億年前に地殻形成やテクトニック過程

が終了した大陸地殻の上に位置しているのに対して日

本列島は正に地殻形成や変動が進行している地域であり

それらの過程を支配しているクラスタルダイナミクスを

直接検証するためには最も適した場と言えよう･世界

の地球科学者は等しく地殻形成･テクトニック過程その

ものを直接ボｰリングによって確かめたいと切望してい

るが多くの国では適当た位置に立地していたいこと

歌山平野がある.

地震が起こっており

んでいる物質が上昇Lていると考えられ

位体比異常も伴っている｡

歌山平野(図16)が提案されている.

e)大陸は海洋プレｰトの沈み込みに伴う付加作用に

よって側方に成長するがそれが大陸地殻にたるために

は花嵩岩の迷入が起こって初めて完成するものと考えら

れる･この迷入過程を知るための候補地として宮崎県

大崩山があげられている.

f)島弧活動の中で最も顕著なのは火山弧の活動であ

ります活動している火山そのものをポｰリングしよう

と検討されているのが伊豆大島および大分県九重火山で

ある･これはマグマ発電等とも関連して注目されてい

るがボｰリングの高温技術対策の開発あるいは実証の

ためにも関心が持たれている｡火山弧そのものの掘削

を目指すものとしては伊豆半島(図17)が候補地にあげ

地質ニュｰス41?号

地からの調査表が充分なされていない

事等の理由により変動帯の学術ポｰ

リングには未だ手が付けられていた

い.現在陸上学術ボｰリングワｰ

キンググルｰプによって12の候補地が

検討されている(図1213)が以下概

略を紹介すると

a)駿河湾･相模湾奥部ではスラブ

の深度は浅く静岡で1O㎞程度御

前崎20㎞とボｰリングによって直接

到達可能な範囲にある･このことか

ら沈み込みスラブを直接掘削する目

的で検討されているのが静岡･神奈川

地域(図14)である.

b)地下深部(20～30km)から上昇

し地表に露出していると考えられる三

波川変成帯は海洋プレｰトの沈み込み

に伴う力学過程の解明を目的としてい

る.

C)前弧域および非火山弧に伴う高

い正の重力異常および磁気異常も前弧

域のダイナミクス過程の現れと考えら

れておりそれらの異常の実体を直接

ポｰリングするものとして提案されて

いるのが三陸海岸小笠原(図15)であ

る.

d)島弧特に前弧ではプレｰトの相

互作用により地震が多発しているが

その中で注目されている地域として和

ここでは地下敷㎞の深度でも群発

その機構として地下から液体を合

ヘリウムの間

この震源を目指す目的で和�
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第12図

日本における陸上学術ボｰリング侯補地

られており日高変成帯は過去の火山弧の地下深部を知

るためにまた小笠原は海洋地殻上に形成された島弧と

してオフィオライトの形成とも関連してそれぞれ検討さ

れている.

g)約1500万年前の西黒沢期から女川畑こかけて100

万年以内という短期間に高速で拡大したといわれている

日本海の形成は日本列島がアジア大陸東縁の陸弧から

現在のような島弧に変化した大事件でありプレｰトの

沈み込み帯を理解するために日本の地球科学界が解明し

たげれぼたらない重要た問題の一つである.このよう

な高速の縁海拡大時のダイナミクス特にアジア大陸東

縁の地殻あるいはプレｰトの力学的強度は上都地殻･下

部地殻･上部マソドノレの何れが担っていたのかそして

その原動力は何かその時のマントルの状態や組成の変

化島遠拡大時に起こった地球化学バランスの変化拡

大後の地下増温率の変遷と縁海深度の増大そしてマソ

ドノレ由来の炭化水素等を解明するために学術ポｰリング

は不可欠である･日本海における学術ポｰリングはO

和

三歌離

日亭}甲

九高大大神伊大

墓重碗奔豆差雀

原

嵯,._･ノ

南

島

フィリピン海

プレｰト

ホモ面

リソスフェア下底面

太平洋プレｰト

スケｰル不同

第13図

日本における陸上学術ボｰリング侯補地の日本列島中での位置概念図

フィリピン海プレｰトと太平洋プレｰトを同一断面内に描き各候補地のおおよその位置を図示した
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第14図静岡一神奈川一千葉を通る側線に沿った予想構造断面図(小山1988による)

MP:三浦半島N･Q:南関東の新第三系および第四系堆積岩類AJ:赤石裂線JL:十枚山構造線ISL:糸魚

川一静岡構造線WSBF:西相模湾断層(石橋1980)4･2:4･2km/s層=湯ケ島層群5･9:5･9km/s層=島弧性火

山岩類6･8:6･8km/s層=海洋性地殻7･7:7･7km/s層=マントルフィリピン海プレｰト上面の深度は石田

(1986)に基づき関東地方の基盤岩の構造は貝塚(1987)を参考にした.

1989年7月号�
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第15図小笠原父島周辺の地下構造鳥
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第16図紀伊半島周辺の震

源分布(溝上

1988による)

DP深海掘削計画において1989年に計画されておりその

成果が待たれるが掘削船の掘削能力からも日本海の海

洋地殻内部までめボｰリングは不可能と考えられ陸上

ポｰリングにおいて行われることが期待されている･

その候補地として秋田･山形県境付近の青沢層(図17)

が考えられている.

h)1934年に日本が世界に先駆けて行った珊瑚礁ボｰ

リングについての検討ちなされており南鳥島が候補と

して提案されている.

以上あげた何れの候補地もその地域特有のテクトニッ

クた出来事を解明すると同時に現在の力学状況を直接

解明することを目的とする･地殻内のクラスタルダイ

ナミクスは地下増温率に従って高温にたるとその過程

が指数関数的に進行することが予想される.これらの適

地質ニュｰス419号�



学術ポｰリング早期実現

一15一

策17図基礎試錐r仁賀保｣での掘削現場6000mのリグに

よって青沢層を目指した掘削がおこたわれた.

程を学術ボｰリングによってどれだげ直接捉えることが

可能がはポｰリング技術の高温対策と高温の地下の状

態を直接測定できる計測法の開発にかかっている.ソ

連や西独の超深層ボｰリングにおいても目標深度であ

る14～15㎞に達すると高温に対する同様た対策が必要

となるのでその方面の技術開発に総力をあげて取り組

んでし･る.

日本における技術開発は400℃までの耐熱と深度15㎞

を基本仕様とするものが現実的と考えられる.具体的

に開発すべき項目としてはタｰボモｰタｰと減速機に

よるロッド不回転掘削と掘削制御高温掘削用泥水新

しい概念による長寿命ビットロッドの自動場降機岩

石採取可能たタｰボドリル定方位試料採取装置液体

試料採取装置不回転ロッドを使用した掘削中に行える

諸検層技術(MWD)高温検層のための高温半導体と

集積回路孔内テレビユｰア検層用放射化分析線源と

測定器検層情報の地表への伝達装置孔内高精度地震

･磁気･重力･傾斜･応力計だとをあげることができ

る.これまで日本が地熱開発に伴って蓄積した高温技

術は世界的に高く評価されており今後の取り組みが待

たれる.

5.おわりに

人類が月面に最初の足跡を印してから早や20年が経過

Lようとしている.しかしこれまで述べてきたよう

に我々の地球に関する理解はいまだケプラｰの段階に止

まっており地球内部の構造やプレｰトテクトニクスを

支配している原動力･機構を統一的に説明するガリレオ

ニュｰトンの段階に到達するためには深層学術ボｰ

リングによって地殻の力学を確立したげれぱたらない.

西独KTBの責任者リッジュミュｰラｰの言葉r飢えか

ら解放され経済的に余裕のある国は米国が月にアポロ

を送ったように資力を経済活動とは別の人類の夢の実

現のために使うべきである.｣は傾聴に値する･西独

やソ連のように過去の変動が剥製として大陸内部に記録

されている場に比して日本列島は今正に生きている島

弧であり変動帯同本の役割は変動帯の地殻の力学を確

立するのに適している｡深層学術ボｰリングはその

力学を実証的に発展させる唯一の手段であり日本にお

ける早期実現が世界的にも待望されている.
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